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女性の服装を評価する用語の分類（第2報）

　　　服装評価による分類I

鳴門教育大　○藤原康晴　梅花短大　川端澄子　中国短大　近藤信子

目的　前報では、女性の服装を評価する用語6o語を言語によって提示し、その意味類似

基づいて８つのクラスターに分類するとともに、これらのクラスターの階層構造を報告

た。本報では、数種の服装それぞれが各評価用語にどの程度当てはまるかの評定を行っ

データを基に評価用語を分類し、前報の意味類似に基づく分類結果と比較検討した。

方法　女子学生が着用するフォーマルからカジュアルな５種の服装を雑誌から選出、各

装に対して151名の女子学生が各評価用語について「非常によく当てはまる」から「まっ

く当てはまらない」までの５段階で評定した。ここでは評価用語の分類を目的としてい

ので、各評定者ごとに5種の服装評定結果をケース方向に集積し、原データとした。こ

データから評価用語間の距離（ユークリッド距離、Ｏから１の範囲になるよう規準化）

列を作成し、これをインプットデータとしてクラスター分析を行った。

結果　クラスター分析の結果、デンドログラムを距離　0.325で分割して、「知的でコン

バテ■<ブ」、「無難ですっきりした」、「安っぽくてやぽったい」、「若々しく新鮮」、

男性的で活動的」、「フォーマルでドレッシイ」「大胆でエキゾチック、ファッショナ

ル」、「ビッグでだらしない」の８個のクラスターを得た。このクラスターの数は前報

同じであり、また、各クラスターは前報とa ぽ同じ評価用語から構成されており、意味

似に基づいて用語を分類した場合と服装評価に基づいて分類した場合と類似した結果が

られた。しかし、これら８個のクラスターの高次構造については前報とは若干異なった

果となった。　　　（第1 報　第4013日本家政学会年次大会発表要旨集　13 １ページ）

D 10 服装規範への同調行動:　F Ishbei n モデルの適用

　　　　　　　　夙川学院短大○山本　昌子　相愛女短大

　　　　　　　　鳴門教育大　藤原　康晴

藤田　公子

目的　社会における多くの現象は社会規範によって規制されており、服装においても性別、

場面別、肌の露出程度などに関する社会規範があって服装の秩序が維持されている。しか

し、最近、服装における個性化が主張されるようになり、服装規範にも変容がみられるよ

うになった。ここではいくつかの服装規範について、どの程度同調した行動をとろか、親

や仲間の考え、自分自身の考えを測定し- F ishbei n モデルを摘用して関連性を検討した、

方法　服装規範として、1）右の身頃にボタンのついたシャツブラウスを着る、2）友人

の結婚式にパンツスタイルで出席する、などの５項目を取り上げ、これらに対する行動意

図は、「ありそうだ」から「ありそうでない」までの７段階で評定した。この５項目の各

服装に対して対象者自身はどのように思うか（態度）、「親、仲間がどのように考える」

と思うか（主観的規範）をいずれも７段階尺度で測定した。

結果　各服装規範に対する行動意図を「ありそうだ」から「ありそうでない」までの３カ

テゴリーに分け、態度、主観的規範についてもそれぞれ３カテゴリーに分割し、行動意図

と態度、行動意図と主観的規範のクロス集計を行った。その結果、いずれの服装規範につ

いても1 %水準で関連性があり、服装規範に背馳した行動意図のある者は、そのような態

度、主観的規範をもっていることがわかった。また、行動意図を外的基準とし､。態度、主

観的規範を変数として重回帰分析した結果、いずれの服装規範についても、標準回帰係数

（β）は態度よりも主観的規範のほうか大きく､なってis り、この種の服装規範には仲間や

親など重要な他者の期待がかなり強く反映されていることがわかった。


